
所属： 沖縄工業高等専門学校 生物資源工学科

研究タイトル：沖縄海洋生物の遺伝的多様性及び
機能性評価と保全への応用

氏名： 磯村尚子 ／Naoko Isomura E-mail： iso@okinawa-ct.ac.jp

職名： 教授 学位： 博士（理学）

所属学会・協会： 日本動物学会、日本サンゴ礁学会、日本生態学会

キーワード： 造礁サンゴ、生殖、繁殖生態、遺伝的分化・種分化

技術相談

提供可能技術：

・生物のジェノタイピング（遺伝子型解析）

・海洋生物の配偶子採取・交配実験・幼体飼育

・スキューバによる資源生物の採取

・16SrRNA を指標とした微生物群集解析（サブテーマ）

研究内容：

沖縄に生息する多様な海洋生物、特に生産者として重要な造礁サンゴについて、その遺伝的多様性と機能性を科学

的に明らかにし、保全へ応用することを目標とする。

沖縄に生息する海洋生物を用いて、その遺伝的多様性と機能性を評価する。海洋性生物を形態および遺伝子レベル

でその種および集団の多様性を明らかにする。機能性については、生物の内分泌系の経路を生理学的、分子学的解

析および物質分析を行ない、生き物の生態に関連付けて評価する。研究対象とした海洋生物資源特有の遺伝的多様

性および機能性が評価した後に、結果を用いて対象生物とその生物を含む生態系の保全対策を検討する。

提供可能な設備・機器： 遺伝子解析システム一式

名称・型番（メーカー）

Capillary sequencer: CEQ8800 (Beckman Coulter) Next Generation Sequencer MiSeq (illumine)



所属：沖縄工業高等専門学校 生物資源工学科

研究タイトル：

無細胞タンパク質合成系の開発と利用
氏名： 伊東昌章 ／ ITO Masaaki E-mail： ma-itou@okinawa-ct.ac.jp

職名： 教授 学位： 博士（学術）

所属学会・協会： 日本農芸化学会、日本生化学会、日本蛋白質科学会、日本蚕糸学会

キーワード： 無細胞タンパク質合成、昆虫、カイコ、ポリフェノールオキシダーゼ、シルクタンパク質

技術相談

提供可能技術：

・遺伝子組換え技術全般

・酵素関連技術全般

・各種生物資源を利用した商品開発

研究内容： カイコ無細胞タンパク質合成系の高度化とその系を用いた応用研究

私たちのグループでは、「カイコ無細胞タンパク質合成系」等の実用化研究を通して、沖縄独自

の新しい養蚕業の創出を目指しています。創薬研究を支援する各種タンパク質の迅速合成および

合成タンパク質の機能解析にご興味のある企業・研究機関との昆虫無細胞タンパク質合成系を用

いた共同研究をご提案いたします。

カイコ無細胞タンパク質合成系の概念図

提供可能な設備・機器：

名称・型番（メーカー）

分光光度計・DU800（べックマンコールター） 多機能マイクロプレートリーダー・infinite M200（テカン）

微量分光光度計・Biospec-nano（島津製作所） マイクロプレートリーダー・sunrise rainbow thermo（テカン）

クロマトグラフィーシステム・AKTA avant（GE ヘルスケア） マイクロチップ電気泳動装置・MultiNA（島津製作所）

クロマトグラフィーシステム・AKTA prime plus（GE ヘルスケア）

破砕機・MULTI-BEADS SHOCKER（安井器械）



所属： 沖縄工業高等専門学校 生物資源工学科

研究タイトル：

地域食資源の利用方法の開発
氏名： 田中 博／ TANAKA Hiroshi E-mail： h.tanaka@okinawa-ct.ac.jp

職名： 教授 学位： 博士（理学）

所属学会・協会： 日本農芸化学会，日本食品科学工学会，沖縄農業研究会

キーワード： 地域資源，乳酸菌，加工，付加価値，マーケティング

技術相談

提供可能技術：

・地域資源を原材料とする新規加工食品や素材の開発

・食品や素材に含まれる成分の分析や機能性評価

・新規乳酸菌の探索と乳酸菌による乳酸発酵の利用

・新製品のストーリーづくり

研究内容： 地域資源を付加価値の高い加工食品・食品素材に変換する

沖縄地方に健康長寿をもたらした沖縄地方に特有の食素材と加工方法および食文化と食習慣に注目し、これらを有

機的に組み合わせることによって新規の加工食品やあらゆる地域で加工食品に利用することができる食素材を開発す

る。これにより沖縄地域の食素材や食文化の利用途を拡大して地域貢献に寄与するとともに、食生活の質の向上を通

じて生活の質の改善に大きく貢献する。

①微生物資源の利用方法の開発

 亜熱帯乳酸菌による新たな加工方法を開発する

 沖縄本島や離島から採取した土壌等の試料から酸産生菌を分離する

 グラム染色、カタラーゼ試験、糖資化性試験により酸産生菌を分類する

 16S rRNA 配列分析により酸産生菌から乳酸菌を同定する

 各種の培地（MRS 培地、脱脂乳培地、合成培地、野菜汁、食餌モデル培地等）における発酵特性（乳酸産生速

度、pH変化速度、塩耐性能）を評価する

 抗菌活性を示す乳酸菌をスクリーニングし、抗菌活性物質を特定する

 発酵特性と抗菌活性スペクトルを組み合せ、加工目的に適合する乳酸菌を選択する

②植物資源の利用方法の開発

 がん予防のための新たな機能性食品素材を開発する発がん性物質の体外排泄に関わる解毒酵素について、肝

細胞を用いた酵素誘導活性評価系を構築する

 沖縄産野菜類について、解毒酵素活性を比較分析する

 沖縄産果物類について、解毒酵素活性を比較分析する

 野菜／果物の加工時に発生する廃棄物について、解毒酵素活性を比較分析する

③動物資源の利用方法の開発

 ヤギ乳などの地域食素材から地域特産品を開発する

 ヤギ乳を成分分析することによって、山羊乳の特長と加工適性を評価する

 ヤギ乳の加工適性を考慮して新規ヤギ乳チーズを開発するとともに牛乳チーズの物性を改良する

 ヤギ乳から乳酒などの新規加工食品を開発し、その機能性を評価する

提供可能な設備・機器：

名称・型番（メーカー）

乳酸菌をはじめとする微生物の培養関連装置一式

高速液体クロマトグラフィー一式（成分分析用，UPLC，Waters）

細胞培養関連装置一式（機能性評価用）

調理実験設備



所属： 沖縄工業高等専門学校 生物資源工学科

研究タイトル：

生物資源と光化学
氏名： 濱田 泰輔 ／ HAMADA Taisuke E-mail： hamada@okinawa-ct.ac.jp

職名： 教授 学位： 博士（工学）

所属学会・協会： 日本化学会，錯体化学会，電気化学会，日本工学教育協会

キーワード： 光化学，物理化学，錯体化学

技術相談

提供可能技術：

・光化学特性の測定

・太陽光照射実験

・超臨界流体抽出

研究内容：

[色素増感型湿式太陽電池]

エネルギー問題に関して，クリーンエネルギーとして風力，地熱等と共に太陽エネルギーを利用することは大変注目

されている。太陽エネルギーをエネルギー源として発電する太陽電池はクリーンエネルギー利用として良く知られてい

る。広く利用されている半導体であるシリコンを用いたものではなく，有機系太陽電池の代表である色素増感型湿式太

陽電池の開発を行っている。

開発した太陽電池に太陽光シミュレーター（図１）から光照射（AM1.5G）し，太陽電池の発電の効率に及ぼす色素の

影響を研究している。ここで用いる色素に関しては，光化学特性を評価することから，種々の光応答性化合物の光化学

特性，物理特性の測定評価も可能である。

[超臨界流体抽出]

機能性物質のポリメトキシフラボノイド類は柑橘類の果皮に多く含まれている。超臨界流体抽出装置（図２）を用いた，

超臨界二酸化炭素抽出法を用いた抽出を検討している。この抽出法は比較的低温で抽出ができ，溶媒である二酸化

炭素の残留が無いことが特徴である。

提供可能な設備・機器：

名称・型番（メーカー）

太陽光シミュレーター (WACOM)

超臨界流体抽出装置 （AKICO）



所属： 沖縄工業高等専門学校 生物資源工学

研究タイトル：

沖縄産微生物の有効利用
氏名： 田邊 俊朗 ／Toshiaki TANABE E-mail： tanabe@okinawa-ct.ac.jp

職名： 准教授 学位： 博士（農学）

所属学会・協会：
日本農芸化学会、日本生物工学会、日本キチン・キトサン学会、

日本きのこ学会、日本菌学会、沖縄生物学会

キーワード： 糖質加水分解酵素、放線菌、木材腐朽菌、抗腫瘍、生理活性

技術相談

提供可能技術：

・バイオマスの成分分析

・糖質加水分解酵素の活性測定と探索

・環境浄化微生物の探索

研究内容： 沖縄産有用微生物の探索と応用

・ 沖縄県土壌ライブラリの構築

沖縄県内の各離島を含む約 2600 カ所から採集した土壌ライブラリを有し、ここから様々な生理活性や酵素活性を

指標に種々の微生物を単離している。沖縄県は亜熱帯性の気候であり他の地域よりも生物的多様性が高いとされ

る。この多様性の高さは土壌中の微生物にも及んでいると推定され、未だ単離されず有効利用されていない微生物

から新たな酵素や生理活性物質が見つかると期待される。

・ 土壌微生物ライブラリの構築

各土壌試料より単離した微生物群により沖縄高専独自の土壌微生物ライブラリを構築している。現在、アルカン類

資化性細菌約500株、シデロフォア様物質産生菌約500株、放線菌約1,700株、担子菌類約500株を単離、保存し

ている。これらの産生する生理活性物質や酵素についてその性質を明らかにし、産業応用していくことを目的として

いる。さらに酵母やカビなどの真菌類および乳酸菌などの単離も進めている。

・ 生理活性物質ライブラリ

構築した土壌微生物ライブラリから各種の生理活性物質や酵素のライブラリを構築しつつある。例えばシデロフォア

は、微生物が産生する鉄キレート剤であるが、これを応用し鉄欠乏による生体内局所的抗がん作用が期待される。

現在は HeLa 細胞などで抗がん性作用を示す物質のスクリーニングを行っている。

バイオレメディエーションへの応用

アルカン類資化性細菌類は、軽油・重油・原油など油の分解能力に優れており、高専で保管する選抜菌株も、石油等に

よる土壌汚染の浄化剤として期待できる。これらはトン単位の模擬汚染土を用いる実証試験の段階に入っている。また

担子菌類の中には、高選択的に木質中のリグニンを分解する白色腐朽菌が含まれており、これらの保存菌株はリグニ

ンに類似構造を持つダイオキシンや PCB で汚染された土壌の浄化へ応用できる。実際に沖縄高専が保管する白色腐

朽菌を用いたダイオキシン分解工法の特許が認められた。（特許第６５２４２１３号）

提供可能な設備・機器：

名称・型番（メーカー）

大型恒温振とう培養機バイオシェーカーG・BR-200(タイテック)

スラブ型電気泳動槽（小型、中型、大型）（GE ヘルスケア）



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属：  

研究タイトル： 

天然資源と色素を用いた光化学がん医療・抗菌剤の開発 

 

氏名：   廣原志保 ／ HIROHARA Shiho E-mail： sobata@okinawa-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（理学） 

所属学会・協会： 
日本化学会、生体関連部会、ポルフィリン ALA学会、PDT学会、レーザ

ー医学会、DDS 学会、酸化ストレス学会 

キーワード： 光化学、医療材料、抗菌・抗藻材料、有機合成、生物評価 

技術相談 

提供可能技術： 

・機能性物質などの有機合成技術 

・物性測定（構造解析、定量定性分析） 

・細胞培養技術 

 
研究内容：  

概要 

 ポルフィリン系光増感剤は、光照射によって活性酸素を生成し、がん細胞や細菌などを選択的に不活化する光機能分

子である。本研究では、ポルフィリン誘導体の分子設計・有機合成から、光物性評価、細胞・微生物試験までを一貫して

行う技術基盤を構築している。これまでに、がんの光線力学療法（PDT）用光増感剤、SPECT や PET 診断薬、光抗菌・

光抗藻剤などの開発を進めており、医療・環境分野への応用を目指している。近年はフッ素ポルフィリンを基盤とする光

抗菌・抗藻剤を開発し、環境浄化や水処理技術への応用研究を進めている。 

技術の特徴 

  •光機能分子の分子設計・有機合成から生物評価まで一貫した研究体制 

  •光化学がん治療(PDT, PDDI)・分子イメージング・光抗菌技術への応用 

  •天然資源や高分子材料と色素を組み合わせた機能材料の開発 

研究テーマ 

① PDT および光線力学的殺菌（PDDI）用光増感剤の開発（特願 2007-38489 号,PCT/JP2008/52277） 

  ポルフィリン誘導体を利用したがん治療および薬剤耐性菌用光増感剤の設計・合成と in vitro, in vivo評価 

② がん診断と治療を統合したセラノスティクス薬剤の開発（特許第 6263716 号） 

  ポルフィリンに金属イオンを導入した PET 診断薬および PDT 治療薬の設計・合成と in vitro, in vivo評価 

③ 光抗菌・光抗藻材料の開発（特願 2025-042010） 

  フッ素ポルフィリンを基盤とした光抗菌・抗藻剤のの設計・合成と評価 

④ 天然資源・高分子材料を利用した光機能材料の開発（特願 2019-164425） 

  天然由来材料と光増感剤を組み合わせたバイオ・環境材料の設計・合成と in vitro, in vivo評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

        

  

       

  

      

          

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

マルチスキャンマイクロプレートリーダー（Multiskan Sky, Thermo 

Fisher Scientific K.K） 
蛍光プレートリーダー（Fluoroskan, Thermo Fisher Scientific K.K.) 

HPLC 一式（紫外可視検出器, 示差屈折計, 蛍光検出器）（(Japan 

Analytical Industry Co., Ltd.） 
 

  

  

  

 



所属： 沖縄工業高等専門学校 生物資源工学

研究タイトル：

南西諸島におけるササラダニ類の多様性解明
氏名： 萩野 航 ／ HAGINO wataru E-mail： hagino@okinawa-ct.ac.jp

職名： 講師 学位： 博士（理学）

所属学会・協会： 日本ダニ学会, 日本動物分類学会, 日本土壌動物学会

キーワード： 土壌動物, ササラダニ類, 生物指標, 生態学, 系統分類学

技術相談

提供可能技術：

・土壌動物（特にササラダニ類）の記載分類, 多様性調査

・土壌動物を用いた環境評価法の開発

・身近な環境にすむ生物の多様性に関する体験授業など

研究内容：

ササラダニ類(図 1)は全世界の陸域に分布する、体長約 0.5 mm の小型土壌動物である。有機物分解・物質循環に大

きく貢献し(Seastedt, 1984)、指標生物としての利用なども行われている(Shimano, 2011)。ササラダニ類は、これまで世

界中から 10,000 種以上が報告されており(Subias, 2014)、日本からも約 750 種が報告されている、非常に種多様性が

高いグループである。

沖縄本島を含む南西諸島は亜熱帯地域特有の種を多く含む特徴的な地域であり、ササラダニ類を含む土壌動物にお

いて大いに研究の余地を残す魅力的な地域といえる。過去に沖縄から新種のササラダニを記載しているが、まだまだ

発見されていない未知の生物種が数多く生息していると考えられる。本研究では、沖縄を中心に南西諸島における土

壌動物の多様性を明らかにしていくことを目標とし、形態学的・分子生物学的手法を用いて土壌動物類の多様性を明ら

かにしていく。

提供可能な設備・機器：

名称・型番（メーカー）



所属：沖縄工業高等専門学校 生物資源工学

研究タイトル：

沖縄の海洋生物の熱ストレスへの応答
氏名： 石田純 ／ ISHIDA Jun E-mail： j.ishida@okinawa-ct.ac.jp

職名： 助教 学位： 博士（学術）

所属学会・協会： 日本サンゴ礁学会・沖縄生物学会

キーワード： 海洋生物学、バイオインフォマティクス、気候変動、順化、適応

技術相談

提供可能技術：

・ 遺伝子解析 (メタバーコーディング）

・ R ソフトで統計学解析やデーター可視化

・ サンゴ礁生態系の復元生態学、生物資源保全学

・ スキューバによる水中調査・モニタリング・野外実験

研究内容： 沖縄の海洋生態系は温暖化によるの

サンゴ礁は沖縄の暮らしと深く結びついており、水産業（漁業）、観光（スキューバダイビング、観光、白い砂浜）、そして

沿岸保護（防波堤）などの重要な生態系サービスを提供しています。しかし、気候変動はサンゴ礁を含む海洋生態系に

対して、ますます深刻かつ急速な影響を与えています。

私たちの研究室では、気候変動による海水温上昇に対して、海洋生物がどのように順応・適応するのかを解明すること

を目的としています。分子生物学的アプローチと生態学的アプローチを統合することで、個体レベルおよび集団レベル

での異なる適応メカニズムの相互作用を明らかにしようとしています。さらに、これらの知見を活用し、沖縄の人々が

依存する生態系サービスの維持・回復に向けた実践的なアプローチを推進しています。

私たちは以下の手法を用いて研究を進めています。

 生態学的モニタリングとフィールド調査 – 沖縄のサンゴ礁において、長期的な観察を行い、白化現象、     死

亡率、白化後の回復過程を評価します。

 分子生物学的手法 – 遺伝子発現、DNA メチル化（DNAm）、タンパク質の活性を解析し、細胞レベルでの

サンゴのストレス応答を理解します。

 共生研究 – バイオインフォマティクスを活用し、サンゴの微生物群集が耐熱性に果たす役割を調査し、

熱ストレス時の共生藻のシャッフリングやスイッチングのメカニズムを解析します。

 熱ストレス実験 – 実験室内で制御された環境下でサンゴを高温にさらし、その生理学的および分子レベルでの

ストレス応答を評価します。

 リモートセンシング – ドローンを用いた画像解析により、広範囲にわたるサンゴの健康状態や環境変化を   モ

ニタリングします。

 修復・保全戦略 – 研究で得られた知見を応用し、高温耐性のあるサンゴの選抜育種や移植技術の開発を  行

い、実践的なサンゴ礁の修復と保全に取り組みます。

これらの学際的なアプローチを通じて、サンゴの耐熱性に関する理解を深めるとともに、沖縄の海洋生態系の

持続可能な管理に貢献していきます。

提供可能な設備・機器：

名称・型番（メーカー）



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 生物資源工学科 

研究タイトル： 環境微生物の応用 

 

 

氏名：   儀武 菜美子 ／ GIBU NAMIKO E-mail： gibu@okinawa-ct.ac.jp 

職名： 特命助教 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 環境バイオテクノロジー学会、農芸化学会、高分子学会 

キーワード： 微生物資源、環境、分解 

技術相談 

提供可能技術： 

・微生物の分子育種（遺伝子変異導入、タンパク質発現系の構築） 

・次世代シーケンサーを用いた遺伝子解析（de novo、RNA-Seq、アンプリコン等） 

・環境汚染物質や高分子化合物の微生物分解（芳香族化合物、ゴム、プラスチック） 

 

 

研究内容： 微生物の力で環境問題を解決する 

 

微生物の力で環境問題を解決することを目指して、各種分解菌の探索や遺伝子解析を行ってきました。 

 

■天然ゴム分解 

 天然ゴムはポリ(cis-1,4-イソプレン)を主成分とする天然高分子である。世界でのゴムの消費量は年々増加傾向をた

どっており、2020 年には 1,270 万トンの天然ゴムと 1,420 万トンの合成ゴムが消費されている。一方で、需要増加に伴

い大量の廃ゴムが毎年排出されており、現在それら廃棄物の処理は主に焼却や埋め立てで行われている。微生物を

用いた分解処理は環境負荷の少ない方法として注目されている。そこで、微生物による天然ゴムの廃棄物処理技術の

確立を目指し、以下の研究を行った。現在は加硫ゴムや合成ゴムの分解菌・酵素取得も目指している。 

 ・天然ゴム分解菌の探索、ゲノム解析 

 ・分解酵素の特定・発現系の構築・酵素学的諸性質解析 

 ・代謝経路の推定、網羅的転写量解析(RNA-Seq) 

 ・天然ゴム分解遺伝子の転写制御機構の解明 

 ・天然ゴム分解遺伝子の制御因子欠損株の作出、分解能向上株の取得 

 

■プラスチック分解 

 海洋汚染が懸念されているプラスチック分解菌の探索を行っている。海洋や土壌における微生物叢の変動を経時的

に明らかにすることで、プラスチック分解に関与する微生物を特定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

 


